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※このページは１ページと１０ページで１つのＣＯＮＴＥＮＴＳとなっております｡掲示用としてお使いいただけます。

東近江市小脇町77B-3

TEL:Ｏ７４Ｂ－２２－２ｇ４０

携帯:OgO-3163-7540

▽悩報BOXに掲載できなかった情報は､センターのホームページに多数掲戦し

ています。

ＵＲＬ、http://www・biwanejp/~ohmi･net／

▼１１月･１２月の掲示板’情報募集中１日時･場所･問合せ等を明記の上､１０
月１日までにEメール､FAX,または郵便でセンターまでお寄せください。
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助成金I情報 市民活動情報
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日本財団２００ｓ年度改装事業助成

内容③高齢者や障害者の地域生活を支える拠点となるべき施設が不足して
いることがあげられます。「住みなれた町で暮らしたい!」「生きがいをもっ

て働きたい!」…その願いをかなえるための拠点整備に対して､"改修事業
助成金''というかたちで支援を行います。

助成対象③NPO法人･任意団体
対象事業。

①既存の福祉施設を改装する事業

・助成率90％以内･助成金限度額50万円

②既存建物を改装し､新たに福祉施設を整備する事業

・助成率90％以内･助成金限度額100万円

③小規模作業所における作業用機器を整備する事業

・助成率90％以内・助成金限度額50万円

（注)老人の入居施設を整備するものは対象外です。

受付期間、８月１日～９月20日
(注)助成金の助成契約締結前に改修工事の契約をした事業は､助成金の対象となりません。

押花と陶器のオリジナルアート展

怯１０月１３日(金)～１０月１５日(日）
９:00～17:00まで(最終日１６:00）

内容・押し花額やポーセラーツ(磁
器の上絵付け)の作品展示｡牛乳

パックを利用した押し花ハガキ(先

着30名様のみ無料)｡キーホルダー・

マグネット(500円)･ミニ額(1,000

円)等の体験教室も実施いたします。

会場③東近江市立八日市文化芸術会館

入場料●無料

市民活動(ＮＰＯ)法人｡組織の
マネジメント基礎講座

傍１０月７日(土)１０:OO～１２:３０

場所＠守山市民交流センター

講師②土田滋男(守山市民交流セン
ター所長）

参加費●５００円(資料代）

参加対象●ＮＰＯ法人の役員や事務

局担当者｡市民活動団体運営につ

いて知りたい方､市民活動任意団
体を組織化したい方。
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〒５６５－０８２６ 大阪府吹田市千里万博公園１－１http://www､expo70､orjp／

日本万国博覧会記念機槌

(⑳徳永押し花工房徳永１ ⑬さんさん守山(守山市民交流ｾﾝﾀー ）
氏名､所属団体､連絡先(住所､電話

番号､メールアドレス)をお知らせく

ださい

e-maiI:mkoryu-c＠usennet､nejp
TEL:077.583.2975FAX:077-588.4653

しがチャイルドライン

受け手養成講座巳ＯＯＳ

内容●チャイルドラインは１８歳まで

の子ども専用電話です｡子ども達

から信頼されるチャイルドラインを

目指して受け手養成講座を開催し

ます｡電話の受け手になるかどうか

はわからないけれど､子育てに生か

したい､子どものことを学んでみた

いなど､関心のある方ならどなたで

もＯＫ！

☆９月１６日(±)１０:OO～１４:３０

「さあ!自分探しの旅に出かけよう」

「チャイルドラインとは」

☆９月３０日(土)１０:ＯＯ～１５:３０

「一心の応急手当一気持ちのワー

クショップ」「『依存症』は子どもた

ちのＳＯＳ!?」

☆１０月１日（日）１０:ＯＯ～１４:ＯＯ

「ひきこもり．ニートの若者とふれ

あいながら」「子どもの性の相談に

答えるために」

☆１０月７日(土)１０:ＯＯ～１４:ＯＯ

「電話を受けるための研修」
場所､生活協同組合コープしが本部(予

定)コープ膳所2階会議室(JR膳所
駅．京阪膳所駅下車･大津市民病院
東隣TEL:Ｏ７７－５２２－５１１１）

※駐車場がありませんので公共交通

機関でお越しください。

費用●７，０００円(全講座通し)学生

４，０００円(全講座通し)1講座1,200円

③NPO法人CASＮ
申込みは氏名･住所･年齢･連絡先を
書いてFAXかメールで
ＦＡＸ:Ｏ７７－５Ｂ７－５ｇ２２

ｅ－Ｍａｉｌ:info＠casnprg

⑪

⑬独立行政法人

多賀の生き物チェンソーアート展

侯９月２日(土)～１０月９日(祝）
９:３０～１７:ＯＯ

※休館日＝月曜日･祝日の翌日

場所⑬多賀の自然と文化の館(多賀

町立博物館）

内容③生き物をテーマにした木製作

品(チェンソーによる彫刻)の展示会。
材料は主に間伐材や倒木･流木を

使用｡環境に優しく･資源の有効利用・
アートによる木材の再生を目的と

する。

⑥高取ﾁｴﾝｿー CLUB
TEL:OgO-B754-glB7(喜多）

⑥NPO法人あさがお
TEL:077.522.0799FAX:077-522.0845

日本万国博覧会記念機構助成事業

内容③1970年に開催された日本万国博覧会の収益金の一部を基金として管

理し､その運用益をもって国内外の｢博覧会の成功を記念するにふさわしい

活動｣に対して助成金を交付しています。

対象頚業、

①国際相互理解の促進に資する活動(○国際文化交流､国際親善に寄与す

る活動○学術､教育､社会福祉､医療及び保健衛生に関する国際的な活動○

自然の保護その他人間環境の保全に関する国際的な活動）

②博覧会の成功を記念するにふさわしい文化的活動(○日本の伝統文化の

伝承及び振興活動○芸術及び地域文化に関する活動）

金額③

①国際相互理解の促進に資する活動助成率:原則1/2以内
限度額:１００万円～3,000万円(事業の形態によって限度額が異なります）

②博覧会の成功を記念するにふさわしい文化的活動事業の形態に関係なく

５０万円の定額助成です。
提出期間③９月１日～３０日(当日消印有効）

⑬日本財団｢2006年度改修.改装申請係」

高齢者虐待防止シンポジウム

ト９月22日(金)１３:30～１６:４０

場所・ピアザ淡海大会議室
参加費②無料

内容●基調講演｢高齢者虐待防止法

の狙いと目指すもの｣柴尾慶次(フ

ィオーレ南海施設長)、シンポジウ

ム｢高齢者虐待の現状と防止に向
けたシステム構築／事例報告」

〒107-8404東京都港区赤坂1-2-2TEL:O3-622g-5111(総合案内）

http://www・nippon-foundation､or､ip／
大津絵体験教室

ト１０月１日(日)7日(土)8日(日)9日(祝）
１０:００～１７:００

内容⑧現代大津絵展に併設している

体験コーナー
場所、県立琵琶湖文化館1階ギャラリー

市民活動(ＮＰＯ)法人･組織の
会計・税務の基礎講座

傍１０月１４日(土)１０:OO～１６:ＯＯ

場所＠守山市民交流センター

講師●土田滋男(守山市民交流セン
ター所長）

参加費●５００円資料代

参加対象●ＮＰＯ法人の役員や事務

局担当者｡市民活動団体経理につ
いて知りたい方､市民活動任意団

体を組織化したい方。

⑳財団法人ﾖﾈﾂｸｽｽボー ﾂ振興財団事務局
〒１１３－８５４３東京都文京区湯島3-23-13
TEL:Ｏ３－３８３ｇ－７１ｇ５ＦＡＸ:ＯＢ－３８３９－７１９６

http://www,yonex・cojp/zaidan・hｔｍｌ

財団法人ヨネックススポーツ振興財団助成金

対象団体④青少年スポーツの振興に関する事業を積極的に行い､奨励し､また

は自ら行い､かつ3年以上継続して活動している､次の要件を満たした団体

とします。

【団体の要件】

（１）民法第34条の規定により設立された社団法人及び財団法人

(2)上記以外の団体で､次の要件を備える団体

１.定款､寄附行為またはそれらと同等の規約があること。

２.団体の意志を決定し､執行する組織が確立していること。

３.経理処理能力があり､監査する等の会計組織をもっていること。
４.団体活動の本拠としての事務所をもっていること。

金額＠年度内に予定する－つの事業予算の2分の1で概ね100万円以内とします。
申請期限③９月８０日

③日本大津絵文化協会
事務局小谷清

TEL:Ｏ７７－５２４－Ｓ７０５

(⑳さんさん守山(守山市民交流ｾﾝﾀー ）
氏名､所属団体､連絡先(住所､電話

番号､メールアドレス)をお知らせく

ださい

e-mail:mkoryuc＠usennet・nejp
TEL10775832975FAX:077-583.4653
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は

災に対するす
備えをして
いますか
過去の災害に学ぶ
～あなたにこれからできること

Ｑ１
●●● 、●②｡●⑨｡●●●●。⑥ＱＯ②ｏｏｅＯｏ⑧｡｡③｡

あなたの家では防災・Ｃ

減災に対する備えを
していますか？

ａ､はい…４３．９％

ｂ､いいえ…５４．３％

c･関心がない…１．B％

ＱＺ
●●●●｡｡、｡｡｡｡●●｡⑨●②●｡●｡｡●｡●●●●●

いざという時に

ｂ

一番頼りにするのは？

a･家族…Ｓ9％

b､近所…３．B％

c,行政…B､9％

d､ＮＰＯ･ボランテア…１２％

e､その他…６．３％

ＱＳ
●●｡⑤● ● ● ｡ ● ● ｡ ● ● ｡●●●●●●｡●ＯＧ｡●●●●

．圭一冒芋室右岸毒
まず家族で
何から始めますか？

ａ備蓄品の保管…49.4％

b・家具の固定…１４％

c･避難場所の確認…３３．５％

d､その他…３．１％

アンケート：挑帯情報メール発信会社｢j2メール」協力
回答者総数164名男性Ba名女性ﾌg名不明巳２名
10代…5名２０～30歳…30名３１～40歳…50名
41～50歳…32名５１歳以上…21名不明…26名

【１１．１２月号のアンケート】
次回１１．１２月号は「教育」をテーマにした巻頭アンケートを実
施します。読者の皆さんもぜひ、アンケートにご協力ください。
詳しくはＰ.ｇをご覧ください｡

『

怪

②

この日芯んの日Ｖ．Ｏ．１°Ｃ・Ｅ

買い物力。､でわかる人生ドラマ

私が住んでいたシアトル周辺には、ピュージェット消費者

生協があります。1953年に15家族の買い物クラブとしてスタ

ートしたもので、現在ではアメリカ最大の自然食品生協です。

そこに買い物に来る家族のショッピングカートを覗いてみる

と、野菜や果物、魚が中心で子供のおやつもナチュラル志向、

マイバッグ持参が基本◎普通のスーパーでは、手作り用食材

を購入している家族や高カロリーで栄養価の低いジャンクフ

ード中心の家族など、ショッピングカートを覗くと収入とラ

イフスタイルがはっきり分かりました。最近では日本でも高

齢者や学生ほど、加工品個食パックが多く、加工品や炭酸飲

料水必須といった家族も結構見かけられるようになりました

ね。

普段からどんなものを食べているかは、ボランティア活動

をする上でも押さえておかないといけないポイントのひとつ。

以前、ある学生さんに、ボランティアの食事の買出しに行っ

てもらって失敗したことがあります。限られた予算で、みん

なに活力を与えるヘルシーな品揃えを期待していたのですが、

買ってきたものは、ジャンクフード真骨頂といったもの。そ

の学生さんが、普段から昼食をカロリーメイトと炭酸飲料水

ですませていたことをすっかり忘れていたのです。

昨年の秋に、アリス・テッパー・マーリンさんを招聡して

セミナーを開催しました。「社会的責任投資（SRI）※」の元

祖で、100万部のベストセラーとなった「Shoppingforthe
BetterWorid」の出版で有名なＣＥＰ（経済優先順位研究所）

の創設者です。そんな彼女が言っていたことは、少女時代の

両親から教えてくれた価値観がいまの自分を作ったというこ

とです。恵まれた環境に育った者には責任がともなうこと、

自然や動物を深く愛すること、人は等しく敬意と平等な機会

を与えられるべきこと、そして勤勉であること。政治問題や

社会問題、貧しい人たちについても食卓の話題としてあがっ
たそうです。

１０月１日から10月31日は、「環境にやさしい買い物キャンペ

ーン」で、全国で様々な取り組みが展開されます。秋の旬を

味わえる食卓の話題として、人が集まれば何ができるか、－

度話し合ってみてはいかがでしょうか。「変えられる」という

信念やそれに伴う行動にはある種の愚かさがあるかもしれま

せんが、そんな愚かさこそ今必要なのだと思います。

、

※SRI…社会に貢献している企業に投資すること。

淡海ネットワークｾﾝﾀｰ事務局長浅野令子

』



『
蝿
蟻
蝿
き
ず
潅
鰹
論
⑮
き
ず
恋
」

③

、0.09～9％と全国で7稀目に高い確率となっています。阪神・

路大震災の発生直後の癖価が0.02～8％であったことに比べて
、高い確率であることが分かります。
主賀県：「できる二とから地鯉対策！」より）

｜

※並侮者数は、負傷者数の内数※避雌者数は避難所生活者の股大数
※東南海・南海地震ついては、中央防災会議の手法を基本に、計測震度と建物被害率との相関関係より算出

県内地震被害想定総括表(滋賀県ﾎｰﾑページより）

る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
す
が
、
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
地
震
な
ど
、
い
つ
自
ら
の
身
に
ふ
り
か
か
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

な
く
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
滋
賀
県
は
災
害
が
少
な
い
県
だ
と
言
わ
れ

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
私
た
ち
は
防
ぐ
こ
と
の
で
き
な
い
災
害
に
対
し
て
い
っ
た
い
何
が
で
き

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
災
害
発
生
直
後

の
緊
急
期
に
市
民
の
命
を
守
る
の
に
大
き
な
力

を
持
つ
の
は
市
民
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
倒
壊
し
た
家
屋
な
ど
か
ら
救
出
さ

れ
た
人
の
う
ち
、
約
九
十
五
％
は
自
力
で
ま
た

は
家
族
や
隣
人
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
た
の
に
対

し
て
、
専
門
の
救
助
隊
に
助
け
ら
れ
た
の
は
わ

ず
か
一
・
七
％
で
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
最
初
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
災
害
直
後
に
生
き
延
び
た
隣
近
所
の
人
達
で

あ
り
、
家
屋
の
中
の
人
を
助
け
出
す
と
い
う

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
震
源
に
近
い
淡
路
島
の
北
淡
町
富
島
地
区

で
は
、
全
半
壊
の
建
物
が
八
割
と
甚
大
な
被
害

状
況
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
隣
同
士

で
救
出
活
動
が
迅
速
に
行
わ
れ
、
消
防
団
の
活

躍
に
も
よ
り
、
行
方
不
明
者
の
発
見
が
地
震
当

日
の
夕
方
に
は
終
了
し
て
い
た
の
で
し
た
。
こ

れ
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
で
あ
り
、
普
段
か
ら
の
関
わ
り
が
い
か
に
大

切
で
あ
り
、
い
ざ
災
害
時
に
そ
の
力
が
試
さ
れ

る
と
い
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
近
隣
住
民
が

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、
忘
れ
た
こ
ろ
で
は

緊
急
期

■■■■■■■●■｡ ■ ■ ② ■ ■ ⑤ ● ● ● ● ● ● ■ ｡ ●●●●●｡●●●●、●■●●●●●●｡●●●｡■色●②●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●

函
自
発
的
に
助
け
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
平
常

“
時
か
ら
つ
く
っ
て
い
く
、
人
間
的
な
ぬ
く
も
り

あなたは防災に対する備えをしていますか？過去の災害に学ぶ～あなたにこれからできること

を
感
じ
ら
れ
る
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く
る

こ
と
が
、
結
果
と
し
て
災
害
に
つ
よ
い
ま
ち
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
直
接
防
災
を
目
的
と
し
な
い
地
域
密

着
型
団
体
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
地
域
力
や

組
織
力
を
駆
使
し
た
活
動
の
展
開
に
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
震
災
後
の
一
年

間
で
延
べ
百
三
十
万
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
活
躍
し
、
こ
の
動
き
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
元
年
」
と
い
う
言
葉
ま
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
各
地
に
災
害
救
援
を
専
門
と
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
増
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

被
災
し
た
人
び
と
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
「
私
」
の
気
づ
き
か
ら
始
ま

る
と
い
え
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
違
い

が
あ
り
、
被
災
者
の
抱
え
る
問
題
も
様
々
で
あ

る
こ
と
に
「
私
」
が
気
づ
か
な
け
れ
ば
支
援
は

県内活断層位置図
柳ケ瀬
断層帯

麓

■

要
」
巽
一
云
・
イ
詞
グ
Ｏ
Ｎ
㈹
【
Ｆ
両
》
｜
語
龍
稚
玲
Ⅲ
垂
一

|’
支
援
・
復
興
期

想定地震 発生時刻

琵琶湖西岸断層地霊
[ケース7］

琵琶湖西岸断層地歴

[ケース2］

龍琶湖両岸断層地雁

［ケース3］

花折断層地謹

栗南海･南海自身

早朝

昼間

夕刻

早朝

昼間

夕刻

早朝

昼間

夕刻

早朝

昼間

夕刻

早朝

昼間

夕刻

45,ｇｇ４

４３，４６３

Ｂ７ｎＳ７６

６．６ｓ５

蓮諦

１，４２７

‐一％戸.庵F_琴ごロ

５４００７８

５３，７１１

５１‘６８９

２３９９２

５，８４８

(露

建物被害 人的被害 地歴火災

全壊棟数 半壊棟数 死者数 負傷者数 亜偲者数

1，２７４ 1０，１６６ ６５０

B５７

BｇＢ

1，１７３

B５１

Ｂ４Ｂ

ＢＢＳ

６７６

６５３

１２６

９４

８９

５０

４１

４３

７，９４１

７．６３５

ａｇＯ７

７‘３８９

７，８５２

９，９４７

7，６０４

7，４０２

4‘４７５

3．４１６

a2Bg

７０２

５００

５３１

５１１

４９３

BＳｇ

４７４

４７Ｂ

６２２

４ｓ９

4６７

3４５

2６７

2５７

５０

４１

4４

９３

９３

３７

Ｂ７

Ｂ７

３０

７３

７３

９

1９

1９

ほぼ０

ほぼ０

ほぼ０

炎上出火{樹

３９

避難者数

Ｂ２‘８８９

８００６３０

７２‘９４７

2３２６２

５０３３６



｜ｓｏ分|…自分の生命を守る

緊急期’３時間|…近隣の生命を守る．
安全な場所への避難

「百百可…より安全な場所での避難生活

角向い臼●の｡●｡●●⑤●⑤●｡●●●｡｡｡。●｡。｡●。●ゆ●⑤●⑪⑤ゆ②②②巴軸而弱P睦淡海とびつくす特集

》
生発

室
一
宮災

生
ま
れ
ま
せ
ん
ｃ

例
え
ば
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
が
、

炊
き
出
し
や
配
給
の
弁
当
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
す
ぐ
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い
る

「
私
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
そ
の
日
の
夕
方
に
は
ア
ト
ピ
ー
症
の

人
の
た
め
の
食
料
を
手
配
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
動
い
て
い
ま
し
た
。
飼
い
主
を
失
っ
た
り
、

被
災
生
活
で
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
た
ベ
ッ
ト
の
世

話
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
都
市
部
に
は
外
国
の
方
が
多
く
、

日
本
語
以
外
の
情
報
伝
達
が
求
め
ら
れ
、
語
学

を
活
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
で
は
、
普
段
か
ら

多
く
の
言
語
で
生
活
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
定
時

番
組
を
も
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
例
を
み

て
も
、
被
災
者
の
支
援
に
は
多
様
な
形
が
あ
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
行
政
で
は
で
き

な
い
必
要
に
即
し
た
柔
軟
で
多
彩
な
活
動
を
展

開
で
き
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
「
も
う
一
つ
の
公
共
活
動
」

を
担
う
存
在
で
あ
る
こ
と
が
広
く
世
に
認
識
さ

れ
、
「
市
民
社
会
」
形
成
へ
の
大
き
な
流
れ
と

な
っ
た
の
で
す
。

滋
賀
県
で
も
、
防
災
や
減
災
に
取
り
組
む
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

自
治
会
と
市
町
行
政
と
の
間
に
入
り
な
が
ら
防

災
教
育
や
訓
練
の
支
援
を
す
る
グ
ル
ー
プ
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
劇
な
ど
を
通
じ
て
わ
か
り
や
す
く

減
災
へ
の
対
応
を
伝
え
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
取
り

組
み
も
多
彩
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
災
害
ボ

■●●■■■●●●●■●●■●■●■■■■■■●●●｡■●■●■●■●｡■■●●■●●●■●●●■■●■■■■■■●●■●■●●●■■●●■■●『1■■Ｉ｡■■■■■■■１１■■■■■■Ｉ■【

生き埋めや閉じ込められた際の救助の状況
((社)日本火災学会:｢兵顔県南蕩地震における火災に関する飼麦報

告蚕』による）

３４．９９も

仮設住宅への支援

(例）
･避難所から仮股住宅への引越の手伝い
･仮設住宅内のコミュニティ活励の手助け

披災地の復興支援ｌ
(例）
･まちづくり建鑑への参加

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
て
の
検
討

も
進
ん
で
い
ま
す
。
非
日
常
へ
の
備
え
を
い
か

に
日
常
の
暮
ら
し
の
中
に
盛
り
込
み
、
互
い
に

助
け
合
え
る
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て

い
く
か
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
そ
う
で

す
。

、／

③

（ 》災害３．３．３の原則５
０
５
０
５
０
５

３
３
２
２
１
１

０

,被災者のメンタル・ケア <出典／（｢災害時におけるボランティアの受入体制と
ネットワーク化に関する報告識」より）
http:"ｗｗｗ･pref,aichijp/borantia2-2htmI

（ ）

被災者の個別ニーズ
への支援

阪神・淡路大震災により分断された道路

ノ

そ
の
他

救
助
隊
に

通
行
人
に

友
人
・
瞬
人
に

家
族
に

自
力
で

…多様な被災者対応の本格化

…仮設住宅への移行・本格化
…復興住宅への移行・本格化

雌
砺
一
群

支援・
復興期

阪神・淡路大震災により脱線した電車や倒壊した家屋

、

行政応識霧への確陵耀厩に-ズ｜（例）

・ボランティアの受入れ（例）
・週体処理・運搬の手伝い・商齢者・障害者へのケア

避難所等への各種支援｜：蕊もの遊び相手
(例） ・広報紙の配布

・炊き出し・水汲み・部屋片付け
･運搬・荷下ろし･家具荷物移動
･救援物箕の仕分け
・アマチュア無線・パソコン通侭

被災者の緊急救援活動

（例）
・消火
・救出
・応急手当
・交遡塾理
・避雌支扱（災害弱老）

阪神・淡路大震災におけるボランティア活動の推移イメージ

指数一般ボランティア（地域内）

時
間

31.9％

■■
28.1％

茜欝些



「
憲
災
を
き
っ
か
臆
に
Ｎ
Ｐ
、
鰯
遣
界
企

特集 重hmi7oPiE野淡海とびつくす

災
の
状
況
を
見
て
、
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず

現
地
に
飛
び
込
ん
だ
。

何
か
が
で
き
る
と
西
宮
を
歩
い
て
い
た
と
き
、

偶
然
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
地
の
人
々
を
応

援
す
る
市
民
の
会
」
の
事
務
所
を
見
か
け
た
。
事

務
所
の
周
辺
で
や
っ
て
ほ
し
い
こ
と
が
ま
と
め
て

掲
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
て
瓦
喋
の
片
付
け
を

選
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。
被
災
地
を
往
復
す
る
回
数

も
増
え
、
大
学
内
に
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
窓
ｎ

を
設
け
ら
れ
る
と
き
に
は
、
活
動
継
験
者
と
し
て

設
立
に
参
加
し
た
。
議
論
で
は
皆
が
名
前
に
こ
だ

わ
っ
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
」

と
な
っ
た
。

二
月
に
入
る
と
現
地
で
は
奨
期
で
滞
在
す
る
活

動
に
加
え
て
短
期
で
通
う
活
動
も
生
ま
れ
つ
つ
あ

っ
た
。
そ
こ
で
セ
ン
タ
ー
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
だ
け
で
終
え
な
い
よ
う
、
現
場
で
活
動
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
活
動
を
企
画
し
た
。
何
人
か
と
相

談
し
て
芦
屋
で
「
幼
稚
園
や
保
育
所
に
お
も
ち
ゃ

を
持
っ
て
訪
問
す
る
」
と
い
う
日
締
り
活
動
を
つ

く
っ
た
。
こ
う
し
て
誰
に
言
わ
れ
る
わ
け
で
も
な

く
行
う
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
や
が
て
ボ
ラ
ン
テ

海
外
事
例
－
１

「
乳
一
・
二
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
■
□
■

②、｡■●。、。。●●●●●■●●●画■ ●●●⑨｡｡●。。｡｡｡⑤●｡。⑤ａａｎＢ

をしていますか？過去の災害に学ぶ～あなたにこれからできること

●プロフィール、

1975年iMi岡県磐田市出身。立

命館大学理工学部、大学院理工

学研究科を経て2000年より大

学コンソーシアム京都にて

ＮＰＯ分野の教育・人材育成に

取り組む。２００６年４月より大

阪・天王寺にある浄土宗服典院
主幹。地幼資源としての寺院を

社会に開いていくための事業の
統括資任者として票奔西走。

あなたは防災に対する備え

‐
体
験
談

⑤

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

期
に
私
の
「
ス
イ
ッ
チ
が

入
っ
た
」
。
社
会
に
関
わ
る

「
ス
イ
ッ
チ
」
だ
。

当
時
静
岡
県
か
ら
滋
賀

県
の
大
学
に
学
び
に
来
て

一
年
目
、
地
域
や
社
会
と

の
関
わ
り
は
灘
か
つ
た
・

が
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
震

二
○
○
一
年
九
月
十
一
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
真
っ

青
な
空
を
背
景
に
崩
れ
落
ち
る
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド

セ
ン
タ
ー
は
、
今
で
も
脳
裏
を
離
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

大
惨
事
に
対
し
て
市
民
活
動
団
体
が
担
っ
た
役
割
に

は
目
覚
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

被
災
者
や
そ
の
家
族
へ
の
人
的
支
援
の
中
心
的
役

割
を
果
た
し
た
の
が
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
構
成
さ
れ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
災
害
救
援
奉
仕
機
構
（
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｖ

Ｏ
Ａ
）
（
一
九
九
九
年
発
足
）
で
す
。
こ
の
団
体
に

属
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か

し
て
、
被
災
者
に
必
要
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
、
仮
設
住
宅
の
手
配
等
を
行
い
、
Ｎ
Ｙ
Ｃ

Ｖ
Ｏ
Ａ
が
効
率
よ
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゼ
ロ
周
辺
の
被
災
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
対
し
て
は
、
非
営
利
組
織
調
整
委
員
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
”
Ｎ
Ｐ
Ｏ
中
間
支
援
組
織
）
（
一
九
八
四
年
発
足
）

が
救
援
・
支
援
の
窓
口
役
を
し
ま
し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
五
○
○
○
人
の
大
規
模
市
民
参

加
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
こ
の
侍
の
コ
ヨ
叩
「
Ｏ
芸
①
Ｏ
ご
」
が
、

□
ｌ
ワ
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
再
生
計
画
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
こ
と
で
す
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
主
催
し

た
の
は
、
市
民
団
体
や
、
企
業
で
構
成
さ
れ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
シ
ビ
ッ
ク
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
で
、
企
画

運
営
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ア
メ
リ
カ
・
ス
ピ
ー
ク
ス
」
が
行

い
、
最
新
情
報
機
器
を
駆
使
し
た
「
匡
の
５
コ
ヨ
、
『
０

号
①
○
一
昼
」
は
二
○
○
一
一
年
七
月
二
○
日
と
二
十
一
一

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
当
初
行
政
が

提
案
し
て
い
た
六
つ
の
初
期
計
画
は
撤
回
さ
れ
、
国

際
設
計
コ
ン
ペ
を
実
施
す
る
と
い
う
大
胆
な
変
更
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
災
害
復

興
に
は
、
市
民
の
立
場
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
如
何
に
大
切
か
が
分
か
り
ま
す
。

体
験
談

蕊
斡
蝿
癖
謝
謙
譲
勅
：
画

『
ぬ
』

震災当時の活動風景。右から５人目が

山口さん。

●●●●●●●■｡●●●●●●●●●●●●●●｡●■●●●●●●｡●●●●●｡●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●■■●●■■｡●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●■■●●Ｃ●■●｡●●、●●●●●●●●●■●｡●●●●●●●●●□

イ
ア
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
そ
う
し
た
活
動
を
継

続
的
、
組
織
的
に
取
り
組
む
主
体
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
言

う
こ
と
を
後
で
知
っ
た
。

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
よ
か
れ
と
思
う
活

動
が
時
に
人
の
迷
惑
に
な
る
、
た
だ
傍
に
い
る
だ

け
で
も
安
心
感
を
与
え
る
活
動
に
な
る
、
と
い
う

こ
と
を
学
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は

自
発
性
が
大
事
だ
が
、
た
だ
や
り
た
い
こ
と
を
や

る
だ
け
で
は
、
現
場
は
混
乱
す
る
。
何
よ
り
悪
意

の
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
「
そ
れ
は
や
め
て

ほ
し
い
」
と
は
な
か
な
か
言
い
づ
ら
い
し
、
言
わ

れ
に
く
い
こ
と
を
体
感
し
た
。

溌
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
こ
れ
ら
個
人
の
学

び
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
に
「
い
ざ
被
災
地
へ
」

と
動
く
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
生
み
、

向
治
体
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
盤
備
さ
れ
る
な
ど
、
社

会
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
日
々
の
暮
ら

し
を
送
る
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
日
頃
の
備
え
が

防
災
や
減
災
に
は
大
切
と
い
う
意
識
を
植
え
付
け

た
。

当
時
被
災
地
に
向
か
う
電
車
で
「
君
は
神
戸
に

行
っ
た
か
？
ｌ
指
示
待
ち
学
生
が
変
わ
る
」
と
書

か
れ
た
品
り
下
げ
広
告
を
凡
た
。
私
は
震
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
、
何
か
を
し
た
後
で
言
葉
が
つ
い
て

く
る
お
も
し
ろ
さ
に
取
り
付
か
れ
た
気
が
す
る
。

私
の
社
会
に
関
わ
る
ス
イ
ッ
チ
は
常
時
入
り
っ
ぱ

な
し
で
、
今
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
世
界
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か

っ
て
い
る
。

山
口
洋
雲
著
産
に
皿
く



S州よし

「
税
務
」
に
つ
い
て
知
り
垂
い
①

～
読
蕊
箸
等
曇
露
届
塾
に
つ
い
て

※
銅
の
事
業
と
は
？

物
品
販
売
業
、
不
動
産
販
売
業
、
金
銭
貸
付

業
、
物
品
貸
付
業
、
不
動
産
貸
付
業
、
製
造

業
、
通
信
業
、
運
送
業
、
倉
庫
業
、
請
負
業
、

印
刷
業
、
出
版
業
、
写
真
業
、
席
貸
業
、
旅

館
業
、
料
理
飲
食
店
業
、
周
旋
業
、
代
理
業
、

仲
立
業
、
問
屋
業
、
鉱
業
、
土
石
採
取
業
、

浴
場
業
、
理
容
業
、
美
容
業
、
興
行
業
、
遊

技
所
業
、
遊
覧
所
業
、
医
療
保
健
業
、
技
芸

教
授
業
、
駐
車
場
業
、
信
用
保
証
業
、
無
体

財
産
権
提
供
業

［
１
］
収
益
事
業
を
行
っ
て
い
な
い
と
き

（
法
人
税
を
申
告
し
な
く
て
も
よ
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

提
出
先
”
管
轄
の
県
税
事
務
所
・
振
興
局
等

税
務
課
及
び
市
町
村
税
担
当
課

提
出
書
類
叩
法
人
の
事
業
開
始
等
届
出
害

（
定
款
の
コ
ピ
ー
・
登
記
簿
謄
本
等
を
添
付
）

提
出
期
限
”
法
人
設
立
の
日
以
後
２
月
以
内

◎
讃
騨
雛
噌
で
必
要
な
届
出
を

④
法
人
税
の
対
象
と
な
る
収
益
事
業
（
左
記

の
認
事
業
※
）
を
行
っ
て
い
る
か
？

砂が知りを零

PO運営ili’函

［
２
］
収
益
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
き

（
法
人
税
の
申
告
が
必
要
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

［
１
］
の
手
続
き
に
加
え
て
以
下
の
届
出
が
必

要
で
す

提
出
先
“
税
務
署

提
出
書
類
皿
①
収
益
事
業
開
始
届
出
書
（
定

款
の
コ
ピ
ー
・
登
記
事
項
証
明
書
・
設
立
時

貸
借
対
照
表
等
を
添
付
）
②
青
色
申
告
を
選

択
す
る
場
合
は
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」

提
出
期
限
叩
①
法
人
設
立
の
日
以
後
２
月
以
内

②
事
業
開
始
後
３
月
を
経
過
し
た
日
も
し
く

は
事
業
年
度
終
了
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
の

前
日

｡

事
業
の
柱
は
三
つ
あ
り
、
第
一
に
県
下
の

小
・
中
・
高
校
へ
の
理
科
教
材
を
寄
贈
・
助

成
（
今
年
度
計
画
一
校
あ
た
り
上
限
五
十
万

円
・
合
計
千
二
百
万
円
）
・
少
年
少
女
期
か

ら
理
工
系
へ
の
興
味
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
模

型
・
実
験
器
具
・
図
書
・
ビ
デ
オ
な
ど
で
、

年
々
応
募
が
増
え
、
こ
れ
ま
で
延
べ
二
百
九

校
に
教
材
を
贈
り
ま
し
た
。
第
二
に
奨
学
金

制
度
の
実
施
で
、
理
工
系
ク
ラ
ス
の
高
校
生

が
充
分
に
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
応
援

す
る
た
め
、
二
十
名
に
十
万
円
の
奨
学
金
を

支
給
。
審
査
を
担
当
す
る
荒
木
常
務
理
事
は
、

「
最
近
、
環
境
問
題
に
対
す
る
高
校
生
の
問

題
意
識
が
非
常
に
高
い
」
と
作
文
一
通
一
通

か
ら
熱
意
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
と

か
。
最
後
に
第
三
の
柱
と
し
て
、
体
験
を
通

し
て
科
学
へ
の
興
味
や
夢
を
育
て
る
た
め

に
、
県
下
一
円
で
科
学
の
祭
典
や
親
子
も
の

づ
く
り
教
室
、
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
大
会
な
ど

科
学
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
年
八
回
開
催
し

ま
す
。

今
年
初
め
、
創
立
者
の
深
尾
氏
は
母
校
の

老
上
小
学
校
を
訪
問
し
、
「
よ
う
こ

そ
先
輩
～
自
分
さ
が
し
の
旅
」
と

題
し
た
特
別
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

六
年
生
に
「
成
せ
ば
成
る
。
や
っ

て
や
れ
な
い
こ
と
は
な
い
」
「
驚
き
、

誰
雪
疑
問
を
確
か
め
た
い
！
そ
の
心
を

妙
釧
鋤
忘
れ
ず
に
」
な
ど
熱
い
メ
ッ
セ
ー

匡
鐸
群
ジ
を
届
け
ま
し
た
。
瀬
田
工
業
高

匿
い
癖
校
を
卒
業
し
た
ご
自
身
と
子
ど
も

を
ス
く
た
ち
の
未
来
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
、

癖
》
》
》
棚
虹
州
畷
榊
駄
鋤
匙
極
州
揃
祉
州

舜
岬
潤
麺
実
現
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
に

蜘
駄
鯛
醗
情
熱
を
傾
け
ま
す
。

※
県
へ
の
届
出
書
は
滋
賀
県
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

（
ゴ
ヰ
ロ
ミ
ミ
ミ
ミ
も
『
の
『
・
の
三
，
四
・
一
頁
の
三
コ
の
の
一
ｍ
ゴ
○
一
）
よ
り

税
務
署
の
届
出
書
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ゴ
ヰ
ロ
ミ
ニ
ミ
ミ
．
．
画
．
ロ
○
．
壱
一
よ
り

［
３
］
給
与
を
支
払
う
職
員
が
い
る
場
合

提
出
先
叩
税
務
署

提
出
書
類
亜
給
与
支
払
事
務
所
等
の
開
設
届
出
書

提
出
期
限
》
給
与
支
払
の
事
務
所
等
を
開
設

し
た
日
か
ら
１
月
以
内

そ
の
他
唖
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
「
源
泉
所
得

税
の
納
期
の
特
例
の
承
認
に
関
す
る
申
請
害
」

［
４
］
消
費
税
の
免
税
事
業
者
が
課
税
事
業
者
を

選
択
す
る
場
合
（
原
則
と
し
て
免
税
事
業
者
）

提
出
先
“
税
務
署

提
出
書
類
”
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書

提
出
期
限
“
開
業
し
た
課
税
期
間
の
末
日

、
淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

会
計
・
労
務
・
税
務
に
つ
い
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
九
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ て

質
問
を
受
け
付
け
て

蕊

の
ツ
ボ
情
報

Ｉ
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の孫

の
手
ナ
ビ

傍

Ⅲ

二
○
○
○
年
「
エ
ネ
サ
ー
ブ
理
工
教
育
振
興

財
団
」
を
設
立
。

一
考
ど
亀
た
塞
鱈
理
工
科
離
れ
恒
歯
止
鋤
を
か

時
琵
琶
湖
迄
人
”
共
生
』
を
実
現
す
る
た

め
、
教
一
育
振
露
堂
人
報
育
戒
急
逝
し
て
、
環

境
に
優
し
い
工
妻
露
発
展
に
寄
与
し
た
い
。

エ
ネ
サ
ー
ブ
株
式
会
社
は
一
九
六
五
年
に

創
業
（
前
身
・
関
西
精
密
計
測
株
式
会
社
）
。

自
家
用
発
電
設
備
を
軸
に
、
二
○
○
○
年
ナ

ス
ダ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
、
二
○
○
一
年
東
証
一

部
上
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
故
郷
の
滋
賀
県

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
創
業
者
の
思
い
か

ら
、
上
場
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
基
金
に

か
ゆ
い
所
に
手
が
届
く

●｡｡●●③Ｏ⑨●●｡●●●｡｡ｐ
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近
江
八
幡
外
国
籍

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ｉ
ク

一

⑰

②理事長の田中万祐さん

節

画

Ｆ

ブ
Ｕ
ｌ
マ
ー
ケ
ッ
ト
ス
ペ
ｉ
ス
を
藩
用
し
て

『
善
壷
差
い
老
い
』
を
行
動
に

縄
文
晴
代
か
戸
曇
の
米
作
唖
を

現
代
雪
子
一
と
と
も
に

特
定
非
営
利
活
動
法
人

環
境
工
一
房
こ
ろ
こ
ろ

ｍ
ｚ
天

じ
い
ち
ゃ
ん
ズ

し
職

湧
切
工
一
『
Ｐ
一

③代表の大崎四郎さん

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
二

○
○
三
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

近
江
八
幡
市
に
在
住
す
る
外
国
籍
市
民
の

割
合
は
、
県
内
で
も
多
い
ほ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
少
数
市
民
（
外
国
籍

住
民
）
に
対
す
る
取
組
は
「
他
の
市
町
に
は

負
け
な
い
！
」
と
自
負
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
昨
年
三
月
、
外
国

ア
メ
リ
カ
・
中
国
・
ブ
ラ
ジ

ル
な
ど
、
そ
の
他
様
々
な
出
身

国
・
母
国
の
正
会
員
で
構
成
さ

れ
て
い
る
近
江
八
幡
外
国
籍
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
外
国
籍

市
民
が
互
い
の
文
化
や
言
語
の

違
い
を
尊
重
し
て
友
好
関
係
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て

の
市
民
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

ひ
迄
邸
が
変
わ
れ
ば
社
会
が
変
わ
る

多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
の
実
現
を
言
指
し
て

人

旧
山
東
町
の
環
境
保
全
課
が
設
置
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
集
ま
っ
た
の
が
活
動
の
始
ま
り

で
す
。
米
原
市
の
合
併
を
期
に
、
使
い
捨
て

の
生
活
を
変
え
る
た
め
に
資
源
の
有
効
利
用

の
場
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
、
米

原
市
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
を

受
託
し
て
二
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
ま
だ
使
え
る
物
と
そ

れ
を
必
要
と
す
る
人
と
の
出

識
聯
蕊
議

す
」
の
掲
示
板
で
の
情
報
交

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
を
広
め
よ
う
と
Ⅱ
夜
蒋
岡
し
て
い
る

Ｉ

零
崖

●近江八幡市民国際交流のつどい「わ
いわいパーティー｜の櫛子

③会長のスコッ 卜・マーレーさ 元
気
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
探
し
出
し
て
、
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

イ
キ
イ
キ
と
し
た
暮
ら
し
や
、
地
域
の
魅
力
を
創
る
た
め
に
、

●ポルトガル語の講斌会

「こころのケア」の様子



幡
郁
枝
）

を
開
始
。
籾
を
ま
い
て
苗
床
作

稲
刈
り
、
足
踏
み
脱
穀
機
や

り
、
手
で
行
う
田
植
え
と
除
草
、

拠
地
の
プ
レ
ハ
ブ
に
は
そ
ん
な

実
際
に
昔
の
道
具
を
使
用
し
て

「
と
う
み
」
で
の
選
別
な
ど
も

代
か
き
の
こ
ろ
に
田
ん
ぼ
で
泥

昔
な
が
ら
の
道
具
が
保
管
し
て

あ
り
ま
す
。
農
作
業
の
ほ
か
に

学
区
の
幼
稚
園
・
保
育
園
へ
赤
米
ボ
ン
菓
子

留
ま
ら
ず
、
小
学
校
の
登
下
校
の
立
ち
番
、

ん
こ
遊
び
、
秋
に
は
案
山
子
作
り
、
収
穫
後

得
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ト
ラ
ジ
ャ
族
を
訪

じ
い
ち
ゃ
ん
ズ
の
活
動
は
赤
米
作
り
だ
け
に

に
は
赤
米
の
餅
つ
き
大
会
も
開
催
し
ま
す
。

い
ま
す
。
じ
い
ち
ゃ
ん
ズ
の
本

ど
孫
世
代
。
世
代
間
交
流
の
場
と
な
っ
て
い

平
成
十
六
年
に
は
ト
ヨ
タ
財
団
の
助
成
金
を

大
崎
四
郎
さ
ん
は
「
小
学
五
年
生
は
ち
よ
う

れ
、
平
成
十
七
年
に
は
西
日
本
遺
跡
ボ
ラ
ン

の
配
布
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
。
ま
た
、

あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る

ま
す
。
一
番
う
れ
し
い
の
は
卒
業
生
が
道
で

テ
ィ
ア
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
代
表
の

生
の
先
輩
方
が
こ
ん
な

と
き
で
す
ね
」
と
顔
を

自
然
に
活
性
化
す
る
の

ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。
人

近江八幡外国籍市民ネットワーク
代表③スコット・マーレー設立③2003年

会員⑲84名（正会員42名、賛助会員42名）

連絡先⑨近江八幡市桜宮町236ＴＥＬ：0748-36-5552ＦＡＸ：O748-36-555g

で
は
な
い
で
し
ょ
う

に
お
元
気
だ
と
地
域
も

力､
０

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
こ
こ
に
立
ち
寄
っ
た
」
か

応
え
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
利
用
者
か
ら
の
声
も
あ

り
ま
す
。

理
事
長
の
田
中
さ
ん
と

事
務
局
の
富
岡
さ
ん
は

「
今
は
、
と
に
か
く
も
っ
と

多
く
の
方
に
存
在
を
知
っ

て
も
ら
い
、
気
軽
に
利
用

、赤いはつぴがユニフォームの「じいち
ゃんズ」のメンバー

じいちゃんズ
代表＠大崎四郎連絡先③TEL：077-583-3003設立、1999年
連絡先⑧守山市下之須672会員②20名

⑨吉身小学校の五年生を指

導する稲作作業の様子

ク
ル
品
と
し
て
出
て
い
な
い
か
と
思
い
、
先

に
こ
こ
に
立
ち
寄
っ
た
」
な
ど
、
活
動
の
手

換
、
衣
服
の
サ
イ
ズ
直
し
・
リ

メ
イ
ク
研
究
、
エ
コ
ラ
イ
フ
推

進
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
中
古
品
を
使
う
こ
と
を
た
め
ら

っ
て
い
た
が
、
一
度
使
っ
て
み

る
と
抵
抗
が
な
く
な
っ
た
」
「
買

い
物
に
出
か
け
る
前
に
リ
サ
イ

く
で
き
る
市
民
．
病
院
で
は
案
内
板
の
多
言
語

表
示
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
市
と
共
同
で
「
く
ら
し
の
便
利
帳
（
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
）
」
を
多
言
語
に
翻
訳
す
る
な

ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
動

き
は
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
熱
心
な
活
動
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
行
政
側
に
共
に
取
り
組

む
姿
勢
が
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
言
い
ま

す
。

「
外
国
人
を
ヘ
ル
プ
・
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
が
多
文
化
共
生
で
は
な
く
、
同
じ
市
民
と

し
て
責
任
を
持
ち
共
に
仲
良
く
歩
ん
で
い
く

と
い
う
意
識
が
必
要
」
と
会
長
の
ス
コ
ッ
ト

マ
ー
レ
－
さ
ん
。
ま
た
「
選
挙
権
を
持
つ
日

本
国
籍
市
民
だ
け
で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

の
で
は
な
く
、
外
国
籍
市
民
と
一
緒
に
推
進

す
る
こ
と
で
初
め
て
多
文
化
が
共
生
す
る
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
」
と
事
務
局
長

の
安
徳
烈
（
ア
ン
ド
ン
リ
ョ
リ
）
さ
ん
。

最
後
に
「
た
っ
た
一
人
で
い
い
。
ひ
と
り

が
変
わ
れ
ば
社
会
が
変
わ
る
の
だ
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
河
原
佳
子
）

籍
市
民
を
対
象
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に

「
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
の

設
置
」
や
「
市
民
病
院
な

ど
の
医
療
通
訳
者
の
常
駐

や
案
内
の
多
言
語
化
」
な
ど
、

外
国
籍
市
民
に
関
す
る
施
策

を
積
極
的
に
推
進
す
る
よ

う
、
市
に
提
言
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
秋
新
し

⑬

ヨンショーの様子

●事務局長の安徳烈（ア
ンドンリョリ）さん

し
て
も
ら
っ
て
、
も
っ
た
い
な
い
を
行
動
に

か
え
る
場
所
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
そ
し
て
、
地
域
の
中
で
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
有
意
義
な
場
所
と
し
て
成
長
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

親
し
み
や
す
さ
が
持
ち
味
の
リ
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
人
気
の
商
品
は
、
鍋
、
タ

オ
ル
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
制
服
な
ど
。

プ
リ
ｉ
マ
ー
ケ
ッ
ト
感
覚
で
ち
ょ
っ
と
の
ぞ

い
て
み
た
ら
、
驚
き
の
安
さ
の
掘
り
出
し
物

に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
小
林
由
季
）

●リサイクル品や手作り品を委託販売

特定非営禾U活動法人環境工房ころころ
代表⑥田中万祐設立、2005年会員○運営スタッフ30名・納品会員235名●事務局の富岡尚子さん
連絡先、米原市池下428米原市ボランティアセンター三島荘1階TEL/FAX：0749-55-1113

●リサイクルファッシ

h岸上己
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第4回おうみＮＰＯ活動基金の採択団体によ

る中間発表会を開催します。それぞれの団体の

取組状況、課題など、基余運営委員との意見交

換を交えながら行います。これからの活動の参

考に、また、第５回基金助成に応募を検討され

ている皆さんもぜひご参加ください。

◆日時：９月２３日（祝）１２:５０～１７:００

●場所：ピアザ淡海207会議室

※詳しくは、ホームページをご覧ください。
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竜

第5回おうみNPO活動基金助成の募集 わくわく市民活動ゼミナール
開催予告

~社会起業ピジﾈｽ･ﾓデﾙ講座～

NPO活動推進自治体フォーラム
前夜祭おうみ市民活動フォーラム

ー肌仙紘翫るﾏﾙﾁー ﾄﾅー ｼｯ0献一資金面等での基盤強化を図り、ＮＰＯが経営力

を高めることを目的に､助成団体を募集します。

◆助成申請期間：9月旧(金)-10月15日(日)1700
※詳細は後日ホームページに掲載予定。

＜おうみNPO活動基金募集説明会＞

①日時：９月９日（±）１０：ＯＯ～１２：ＯＯ

場所：米原中央公民館(O749-52-2240）

②日時：９月９日（土）１５：ＯＯ～１７：ＯＯ

場所：草津まちづくりｾﾝﾀー(077565.0477）
③日時：９月１２日（火）１８：３０～２０：３０

場所：ビｱザ淡海204会議室(077-527-8315）
④日時：９月１６日（土）１０：００～１２：００

場所：高島市新旭公民館(O740-25-8100）

庫
」
｛

塁 面 Ｆ

地域社会には、自らが暮らしやすく、小

さくても地域での取り組みを持ち寄って

支えあう仕組みが欲しい！今年のゼミナ

ールは、こういった仕組みつくる社会起

業家から考え方を学び、地域課題解決型

事業の立ち上げにつながることを期待し
て開催します。

私たちは今、ちょうど大きな時代の転

換点にきています。地域の魅力を引き出

すＮＰＯや社会企業が、マルチパートナー

シップ時代における新しい公益をつくる

重要な担い手として期待されています。

このうねりを、２１世紀の地域活性化につ

なげるにはどんな仕掛けが必要なのでし

ょうか。地域づくりに欠かせない行政と

の協働に焦点を当て、市民やＮＰＯに何が

できるのか、参加者の皆様と一緒に考え

てみたいと思います。

◆日時：１１月7日（火）１８：８０～２０：４０

●場所：ピアザ淡海3階大会議室（予定）

●参加費：500円（資料代）

※詳細は後日ホームページに掲載予定

（１）＜総論・講義＞

『ライフスタイル・ビジネスモデル

いま地域の求められる人のスタイルを探

る』

令募集60名程度

◆講師：大西辰彦さん（京都学園大学教授）

◆開催日：１０月下旬（平日１９:ＯＯ～

２１:OO）（会場未定／草津市内）

●参加費：500円（資料代）

｢おうみ市民活動屋台村2006｣開催

ＯｈｍｍｅｔＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

地域の課題解決に取り組む「地域プロ

デューサー」を目指して、昨年、おうみ

未来塾に入塾した第７期生は、「たすけあ

い、みつけあう、フィールドに入り、現

場で学ぶ」を合い言葉に、現在、塾2年目

のグループ研究活動に取り組んでいます。

これまでのグループ研究活動とこれから

の取り組みについて発表します。

また、第８期生は、本年６月の入塾から

3か月の間、各地のフィールドワークを通

して学んだことを報告します。

「地域プロデューサー」を目指す、お

うみ末来塾生の発表から、これからの地

域づくりへのヒントをたくさんお持ち帰

りください。

◆日時：９月３０日（土）
１３:ＯＯ～１５:３０

◆場所：コラボしが２１３階大会議室

(大津市打出浜2-1＜びわ湖ホール向かい＞）

※詳しくは、ホームページをご覧ください。

第4回おうみNPO活動墓金中間報告会

｡

Ｑ1.中学生の頃の一番の悩みは何でしたか？
ａ・成績・進路ｂ・友だちｃ・先生ｄ身体ｅ・その他

Q2､今の学校教育で一番深刻と思うのは？
ａいじめｂ・学力低下ｃ､非行ｄ・不登校ｅ・学級崩壊ｆ､その他

Q3.あなたが学ぶとしたら次は？．
ａ外国語などのカルチャー教室ｂ,市民大学などの講座
ｃ・仕事に必要な資格講座ｄ､大学・大学院ｅその他

アンケートにごIljI器いただける方は、

性別・年齢をご記入の上、ハガキ、フ

ァックスまたは髄子メールで淡海ネッ

トワークセンターまでご送付くださ

い。住所・氏粉をご記入いただいた方

には抽選で粗品をプレゼントいたしま

す。＞
アンケート締切：９月末日

玉
．
虫

｢おうみ未来塾活動発表会」
（２）＜フィールド調査＞

『高知県馬路村＝徳島県上勝町現地視察.１

１泊２日（馬路温泉泊）

●募集20名（バス借り上げ）

令開催日：１１月１８日（土）

Ｂ:ＯＯ大津出発午後馬路村視察

１９日（日）午後上勝町視察

大津帰着２１:ＯＯ

◆参加負担金：３５０００円程度を予定

(バス、食事、宿泊、保険等の経費）

上記に関するお問い合わせは、淡海ネットワークセンターまで１ＴＥＬ：O77-524-8440FAX：O77-524-B442
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E-maiI:ohmi-net＠ｍx・biwa､ne.』ｐhttp://www・biwa・neojp/~Ohmi-net

～自然あふれる

マキノ高原で開

催します～

まちづくり団体

やＮＰＯ・ボラ

ンティアグルー

（３）＜ワークショップ＞

『社会起業事業のビジネス構造をつくる』

今募集３０名

◆講師：田辺大さん

(有）フオレスト・プラクティス代表

●開催日：１２月２日（土）

１３:OO～１７:OＯ（会場未定／草津市内）

●参加費：1,500円（資料代・お茶代）

※詳細は、９月上旬に公表します。

プの活動を紹介する催しです。楽しいイ

ベントをたくさん用意しています。ご家

族・お友達をお誘いのうえ、みなさんで

お越しください！

◆日時：１０月28日（土）１０：００～１７：００

１０月29日（日）１０：００～１５：００

◆場所：マキノ高原（高島市マキノ町牧野）

－－－－

１１．１２月号の特集アンケート テーマ：教育



メール､FAXまたは郵便でセンターまでお寄せください。

箕画一支える･つなぐ｡F結ぶI情報ＢＯＸ(９．．i･園_。 姿９．１０
＝＝＝一房裡亨ー

一睡

伝言板に掲載できなかった情報は､センターのホームベージに掲載しています｡ＵＲＬ・http://www・biwaone・jp/~ohmi-net／
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'第う回花王｡みんなの森づくり活動助成
ロ

;内容.既に緑を守り育てる活動(森づくりの活動)に取り組んでいる団体を対
ロ象とした｢プロジェクト助成｣とこれから緑を守り育てる活動(森づくりの活動）
ｈに取り組もうとする団体や設立後1年未満の森づくりの活動に取り組んでい
ロる団体を対象とした｢スタートアッブ助成｣の2つのタイプに分かれています。

I対象団体・
Ｕ(1)プロジェクト助成／国内で森づくりの活動に取り組んでいる団体(町内会、

：学校などを含む｡)(2)ｽﾀーﾄｱｯプ助成/国内で新たに森づくりの活動に
１取り組もうとする団体及び設立後1年未満の森づくりの活動に取り組んでい

Ｉる団体､新たに森づくりの活動に取り組むための団体を立ち上げようとする
ログル ー ブ

１募集期間③B月１日～１０月３１日
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近江八幡ＮＰＯ活動促進事業助成金
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近江八幡市におけるNPO活動(自発的かつ自立的に行う､不特定多数のものｕ

の利益の増進に寄与する活動)を促進するため､予算の範囲内で助成金を交Ｉ
付 するものです。Ｈ

１
①団体立ち上げ支援②事業支援
対象者⑬近江八幡市内に事務所又は活動の拠点を置く特定非営利活動法人､ｌ
または特定非営利活動法人に準ずる団体(特定非営利法人法別表に掲げるＨ
活動を行う団体)で､かつ市に登録した団体とします。 ロ

受付期間③１０月１日～１１月３ ０ 日 ロ
Ｕ

※申請用紙はハートランド推進財団事務所にてお渡しいたします。 ｌ

助成金額、総額25万円Ⅱ
８

個)財団法人八一ﾄﾗﾝド推進財団事務局 ０

〒523軍O864近江八幡市為心町元g番地(白雲館内）Ⅱ
ロ

TEL:Ｏ７４ＢＢＢ－５５１０ＦＡＸ:Ｏ７４Ｂ－３３－５６９７
ロ

http://www,hottv､nejp/~heart／Ｒ
ｍ

Ｕ

ロ
イーパーツリユースＰＣ寄贈プログラム Ｕ

内容②日本国内でポﾗﾝﾃｨｱなどの活動をしている非営利団体を対象として､Ｉ

おうみ末来塾生

Ｍ１月･１２月の掲示板情報募集中１日時･場所･問合せ先等を明記の上､10月１日までにＥ

⑬財団法人都市緑化基金｢花王.みんなの森づくり活動助成｣係
TEL:ＯＢ－５２７５－２２９１

http://www.u｢ban-green,orjp/home/home・hｔｍｌ

新刊書籍案内

助成劃言

美しいしがのふるさとづくりこんく－る

滋賀の農村地域が有する財産を守り､磨き､次代に受け継ぐことを目的として､地域

のみなさんが協働して行っている取り組みを顕彰し､県内外に滋賀の農業･農村の魅

力を知っていただくため､｢美しいしがのふるさとづくりこんく一る｣を実施します。

内容③下記の各部門に該当する地域の取り組み事例を募集します。

◆風景づくり部門／農業生産や農村生活の場で､地域特性を活かした美しく
心安らぐ田園風景づくりに貢献する取り組み。

●自然との共生部門／地域の動植物との共生､多様な生物の生息環境復元

など､自然を活かした生産環境の保全に貢献する取り組み。

●人の輪づくり部門／美しいふるさとづくりに向けた農村ｺﾐｭﾆﾃｨの活性化、
都市住民やＮＰＯとの協働など､人とひととの群づくりに貢献する取り組み。

応募資格・滋賀県内で各部門の対象となる取り組みを行い､構成員が10人以上で、
今後も継続した取り組みが見込まれる団体｡自薦､他薦は問いません。、今年度に他
の補助事業として実施している取り組みについては､審査対象外とします｡ただし、
補助事業に関連して､別途地域独自で行っている取り組みは応募可能です。

応募期間③B月１日～９月２９日

賞③鍋門に認識優讃､賑賞を窪します(誠:羅秀賞30,000円､優諭15,000円､優良賞5‘OOO円）

その活動の情報化の支援を目的に､ｾﾙﾛﾝ600MHzｸﾗｽ以上のﾘﾕーＩ
スパソコンを－団体につき上限１０台まで寄贈しています。８

寄贈対象､公益性をもつ活動(ボﾗﾝﾃｨｱ活動など)を行いかつ予算などのｌ
諸事情により情報化が遅れている団体 Ｉ

申請期間⑤毎回偶数月(２月､４月､６月､８月､１０月､１２月）１０日締切、合計Ｈ
年6回を予定 Ｕ

Ｈ
※申言胃はいつでもできます。０

※上記の締め切り内に届いた申請書類をその回の審査対象とします｡(締Ｉ
め切り日当日消印有効）Ｕ

申請方法●当寄贈プログラムでは､エントリー制を採用しています｡下記のﾎﾛ

ﾑーベージからｴﾝﾄﾘー後申請書類をダｳﾝﾛード､必要事項をご記入Ｉ
の上､他の必要資料と合わせて事務局まで郵送にてご提出いただきます。ｉ

※ﾒーﾙｱドﾚｽのない団体は､FAXや郵送でもｴﾝﾄﾘーができます｡詳し’
くは事務局までお問い合わせくだ さい。ロ

Ｉ
Ｉ
日
Ｉ
Ｈ
Ｉ

［３期唯］

松IIIif〔子きん
株式会社Hibana代表取締役

薪く炭<KYOTO（しん<たんくきょうと）元代菱

卒塾してJiL3年。おうみ未来塾の卒紫文典を久ｌ
みました。

「この間に何が変わったかというと、ほんの一
うな気がします。地域プロデューサーは一帆一夕
ではなく、これからの長い戒のりのスター1､ライ

⑧特定非営利活動法人イーパーツ
〒154-OO24東京都世田谷区三軒茶屋1-17-4メゾンクロニア307
TEL:Ｏ３－５４８１－７３６９ＦＡＸ:Ｏ８－５４８１－７３６９

http://www､eparts-jp・org／

立ち上げたＮＰＯ活動で悩み、サボりがちな2年でした。グループ活
動では駄菓ｒと紙芝脈に取り組み、学んだことが今になって「ああ、
なるほど」と思う瞬間があります。

森林バイオマスをテーマに活動する薪く炭くＫＹＯＴＯ（しんくた
んく）というIVPOでの活動が発展して、この５月に仲間と起業しま
した。未来塾でのいろんな人との出会いとパワーが、今の活動の原
点になっています。

鳥雪繍

⑳

おうみ未来塾の卒紫文巣を久しぶりに統み返して

⑧滋賀県農村振興課農村企画担当
〒520-8577大津市京町四丁目1-1TEL:O77-528-3968

http://www,prefshigaip/g/noson／

｜この間に何が変わったかというと、ほんの一歩だけ前進したよ

うな気がします。地域プロデューサーは一帆一夕にしてなれるもの
ではなく、これからの長い道のりのスタートラインに立ったのでは
ないかと思います」とありました。

おうみ未来処に参加した時、私は社会人一年11で、環境の変化と

ReIoyEssqy

I･寝ずの番』けローｯｸ･ﾏｳﾝﾃﾝｊ

９月5日(火)～１８日(祝）９月１２日(火)～24日（日）

『県庁の星』Ｉﾏｲ‘ｱー ｷﾃｸﾄﾙｲｽ‘ｶー ﾝ噸ｂｒ」
９月15日(金)～24日（日）９月１２日(火)～18日(祝）

◆リクエスト受付中１
上映してほしい作品名と住所､毘名､竜匿播号を記入の上､ハガキ､ﾌｧｯｸｽ｡また

は温子メールで淡海ネットワークセンターまでお送りください。

・各回入替制１６１００以降の回1‘200円均一サービス
･料金は作品によって異なりますTEL:077.522.6191
･鯉通水躍日1.000円均一サービス滋賀会館シネマホール
・毎週木･全醗日の初回＆

新刊書籍案内

｢一期一会の出会い」
リレーエッセイ

｢日本のＮＰＯ史」

編著/今田忠ぎようせい2,381円十税

NPOを､民衆が広く地域社会のために取り組む組織と考えれ

ば､はるか平安､鎌介の時代へ測ることができる。「公共公益

＝行政｣の思いこみは､職巾の統制強化から尚腿成艮期の

終馬までのiMjの｢刷り込み｣だったのかもしれない｡今1.1まで

の非営利組織､公益組織の歴史を概観する。

豊総

ｇ』うI３Ｌ１

滋賀会館シネマホール９°１０月の上映予定

|日本のNPO史
|驚欝僅卿倒鮮…

※「おうみ未来塾」は、地域課題に取り組むリーダーを自指す人が集う
塾で、現在7期生．Ｂ期生が学んでいます。これまでに約140人が卒塾
し、各地で「地域プロデューサー」として活躍しています。

彊蕊震窪＝誕寒蕊鰯蕊…識議髪・鶴
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防災の日

します

鉄道の園

｢喫茶＆作業所雑貨ふおれすとディズ」

●

‘ 大派ilj瀬川北中学校の向いにあるお障手
しゃれなカフェ｡県内外の共lIil作業所害作
で作られた器や絵､さをり細バッグな者り
ど世界で一つのアートに出会えます。とア
おすすめは身体にやさしいがんばクッ市Ｉ
ｷー（350111）や手作りの日枠わりラ民ト
ンチ(530円)、脚家焼煎伽班(250円）のや
が 楽 し め ま す 。交音
蒜杵と陳響を持つ人の出会いの場を流楽

創ろうと、畑ｊｌｌｎｌ手綱状やｉｉｉ大バンの、

ド｢流れ星」他のライブ(軽食付800場食
円）で人気を呼んでいます。ゆったりづを
と流れる時間に身も心もリラックスしく通
ながら、美味しい｢食」にほっこりしりし
てみませんか？て
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【問】共働作業所ふおれすとデイズ
大津市大将軍1丁目15-1
TELO77-543-2844FAX,077-543-2767
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』名神大諏IＣ
熱

卿道１号

二Ｗ
リサイクルの日

地域安全の日
（毎月２０日）

｢じいちゃんズ」の皆さんはちょうど父と同じ世代です。

老人クラブの父も、交代で地元小学生の下校時見回りを

軽トラに乗って行っています。活動後の一杯が重要なコ

ミュニケーションの場、というのも同じ。地城から必要

とされることで、シルバー世代はますます輝くのでしょ

うね。皆さんどうぞお元気で。

（編集ボランティア幡）
ひ●●B●●epp●●■■●●■の■qの●凸●●●０●■●■a●●●●●gDpe●申●●①●●●■●a●●■●｡｡｡■●●●pDp●●■わ●■｡●申●

今回の取材を通じて、地域の方々を対象にした活動が残

念ながら地元であまり知られていないということを知り

ました。独りよがりではなく必要とされる活動へ…そん

な想いを多くの方に伝えていけるよう、編集ボランティ

アとして応援していきたいと思います。

（編集ボランティア小林）

』名神大諏IＣ
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おうみ市民活励屋台村２００６

鵬
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星

(財)淡海文化振興財団

６A雨:、Ｌｌ蕊

☆ネットワークセンター休館日

報I鑓
石靭‘

◎無断転戦を固くお断りします。

淡海ネットワークセンター
クエ可

麗浬湖

文化館びわ湖ﾎｰﾙ
麗浬湖

文化館びわ湖ﾎｰﾙ
r小ＥｌｉＤ」

淡湖ネットワークセンターは唾県内の市民活動､NPOをサポート･ネットワークしています。

園〒520-ＯＢＯ１滋賀県大津市におの浜1-1-20
画TELO77-524-8440副FAXO77-524-B442

園http://www・biwa､nejp/~ohmi-net園E-mail:ohmi-net@ｍx・biwa,nejp
ご利用日時③月曜日と祝日の翌日を除く毎日（１２/29～1/Bを除く）

火～金曜日／g:00～１９:ＯＯ土.日曜日･祝日／g:OO～１７:００

※淡海ネットワークセンターの情報交流誌｢おうみネット｣は次のところに配布しています｡各地域振興局唾県民
情報室､県内図書館､琵琶湖博物館､男女共同参画センター､文化産業交流会歴､陶芸の森､草津まちづくりセ
ンター､県社協ボランティアセンター､大津市生涯学習センター､栗東芸術文化会館さきら､滋賀銀行､滋賀県
信用組合､郵便局(ボランティア貯金窓口)､公民館など

※バックナンバーはホームベージでご覧いただけます。
※最新情報はメルマガでお知らせしています｡ご希望の方は上記メールアドレスまで。

轡

おうみNPO活励基金助成募集
（～１０/１５）


